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東京から富山へ
幼少期から、親に動物園や水族館に連れて行ってもらう
ことが多く、生き物が好きでした。高校の勉強でも生物
と化学が好きで、理学部で自然や生物系のことを学びた
いと考えました。当初は都内から通える国公立大学を考
えていましたが、センター試験の結果を見て進学先を再
考しました。富山大学の理学部生物圏環境科学科（現在
の自然環境科学プログラム）では高山帯の立山から深海
の富山湾までの幅広い環境でフィールドワークができる
と知り、進学を決めました。
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フィールドワークの船舶実習
2020年の4月に入学し、コロナ禍の真っただ中でした。
オンライン授業のみで、オリエンテーションもなく、友
人もいない中、地元への帰省もできませんでした。そう
いった日々を過ごした後に、２年後期から少人数での
フィールドワークが始まり、ワクワクしたことを覚えて
います。張勁教授が担当するフィールドワークに参加し
ました。船に乗って２泊３日、海の研究をします。子ど
もの頃に観光船に乗ったことはありますが、研究の船と
は全く異なりました。船内で寝食をし、４人１部屋です。
張先生のエネルギッシュな指導が面白く、この分野で
もっと研究してみたいと思うようになりました。富山大
学に進学した理由でもある、生物の研究を環境の視点か
ら進めたいと思いました。３年後期の仮配属から、張勁
教授の環境化学計測第Ⅱ講座で研究することに決めまし
た。

富山に来てから、四季の移り変わりを強く感じるように
なりました。まず、食において旬を感じることが出来ま
した。春はホタルイカ、冬はカニや寒ブリなど、海の幸
がとても美味しくて感動しました。おわら風の盆という
祭りでは秋を感じ、冬になると雪が降ることも新鮮でし
た。東京では体験できなかったことでした。

富山の生活で四季を感じる

ベニズワイガニの生態を解明し、学会受賞
富山湾の豊かな資源の中に、ベニズワイガニがあります。
普段何を食べているかは知られていません。深海1,000
メートルに生息しているベニズワイガニの胃の内容物を
調べました。それだけでは直近のものしかわからないの
で、同位体というものを計測することで数週間の間に食
べたものを調べました。富山湾はイワシやサバなどの表
層魚類が豊富なので、そういった魚類を食べていること
が判明しました。2025年度水産海洋学会研究発表にお
いて、若手優秀講演賞を受賞することが出来ました。

お世話になった高校の先生へ
剣道部での練習や大学受験に向けた勉強では、大変なこ
とも多くありましたが、そうした経験が大学での研究活
動において困難を乗り越えるための大きな原動力となっ
ています。これからも高校時代の経験を糧に、さまざま
なことに積極的に挑戦していきたいと思っています。

高校の後輩たちへ
大学受験は大きなプレッシャーがかかり、とても大変だ
と思いますが、最後まであきらめずに頑張ってください。
大学に入学すると、自分の趣味や好きなことに思いきり
取り組める時間がたくさんあります。皆さんの努力が実
を結ぶことを心から応援しています。
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